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旅行会社各位  

 

提携航空会社におけるチェックイン時の不具合防止について 
 

平素よりラタム航空グループの販売にご協力いただき誠に有難うございます。 

ラタム航空の提携航空会社が運航する便において、航空券が無効であると判断され、搭乗手続きに問題が

発生するケースが出ることがございます。これは航空券の発行・再発行の際に、データの不整合が生じたことが

原因と考えられます。 

ラタム航空では、チェックイン時の不具合を未然に防ぎお客様に円滑にご旅行頂くため、以下の手順に沿って

お手配いただくことを推奨しております。 

これらの手順は予約システム及び搭乗手続きシステム双方において、予約データを正確に同期させるために

有効と考えられておりますので、何卒ご協力の程お願い申し上げます。 

 

1. 予約作成時:旅程に含まれる全ての航空会社からの回答が揃っているかの確認 

予約システムに航空会社からのロケーターバックが入ったかを確認してください。HK ステイタスのみを 

根拠に予約完了と見なさないようご注意ください。 

2. 無効な PNR の再利用禁止 

新規発券や再発券に無効な PNR を再利用しないでください。発券が完了した場合も、提携航空 

会社側で更新情報が受信されず、元の無効な航空券情報のみがシステムに残る可能性があります。 

3. 古い運賃情報（PQ/TST）の削除 

PNR から古い運賃マスク及び不要な運賃データを削除してください。それらは、システム間の同期に 

影響を及ぼす可能性があります。 

4. 複数回の変更を行う際の注意点 

再発行や予約の分割を連続して行うことは、予約データの不整合（非同期）の原因となり得ます。

変更内容を慎重に策定し、可能な限り再処理を最小限に抑えてください。 

 

データ不整合を引き起こす可能性のあるその他の要因 

 重複記録:同一便の同一乗客に対して複数の PNR が作成されている場合。 

 不正確または不完全な乗客データ:旅券情報、連絡先の不一致または欠落。 

 SSR DOCS:円滑なチェックインのため、パスポート番号、国籍、生年月日、有効期限を含む旅券

情報が正しく入力されていることをご確認ください。 

 SSR フォーマットの不備:SSR（特別サービスリクエスト）の不適切な使用、または特定フィールドの

文字数制限超過。 

 マルチチャネル再予約:異なるチャネル経由で処理された変更（例:一部を GDS 経由、一部を航

空会社のダイレクトチャネル経由）。 

 



 

 

追加でできる対策 

 毎日キューを確認し、変更後は必ず HK ステイタスを再確認してください。 

 自動キャンセルを回避するため、適用される TTL/TKTL 期限内にチケットを発行または再発行してく

ださい。 

 EMD および付帯サービスが運航航空会社の予約と正しく関連付けられていることを確認してください。  

 

こちらの情報は、ラタム航空の旅行代理店様用のウェブサイト LATAM Trade でもご確認頂けます。 

 

何卒、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

      ラタム航空 日本地区総代理店 

Tel: 03-5695-1642 

 Email: latam@jeiba.co.jp 


